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てんかんの地域診療連携体制推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研究  

 
拠点病院調査：てんかん診療ネットワークを構築するための診療連携における 

てんかん診療連携医のニーズ調査 
 

研究分担者：遠山 潤   国立病院機構西新潟中央病院神経小児科 

研究協力者：福多真史   国立病院機構西新潟中央病院脳神経外科 

        吉田大輔   国立病院機構西新潟中央病院てんかん診療コーディネーター 

 

研究要旨  

てんかん診療拠点病院の事業として，管内医療機関との連携，関係機関との連携，

てんかん診療に対する知識，診療レベルの向上が挙げられる．拠点病院管内でてんか

ん診療にあたる医師に対して，てんかん拠点施設との診療連携についてどのようなニ

ーズがあるかについて検討した．その結果ではてんかんの薬物治療をふくめた最新の

治療方針を連携医師と共有することと，てんかんの最新トピックスを積極的に普及す

ることが重要であった．そのためには医師向けのてんかんセミナーなどをさらに機会

を増やして充実することが重要であると思われた． 

 

Ａ.研究目的  

てんかん診療拠点病院の事業として，管内医

療機関との連携，関係機関との連携，てんかん診

療に対する知識，診療レベルの向上が挙げられる．

今年度は各地でてんかん診療にあたる医師に対

して，てんかん拠点施設との診療連携についてど

のようなニーズがあるかについて検討すること

により，てんかん診療拠点病院と連携施設の診療

支援の充実をはかることを目的とする． 

 

Ｂ.研究方法 

新潟県でてんかん拠点病院てんかんセンタ

ーと診療連携をおこなう各地の小児科，脳神経内

科，脳神経外科，精神科医師にたいして，てんか

ん診療，診療連携，てんかん診断治療について文

書でのアンケート調査をおこなった．設問は診療

について，連携について，てんかん診療について

てんかんに関する知識向上についてで，複数回答

可とした． 

 (倫理面への配慮) 

調査の集計にあたっては，調査対象者の名前は

匿名とした．調査に協力しない場合でも診療連携

には影響を及ぼさない事を周知した． 

 

Ｃ.研究結果 

てんかん診療拠点病院管内 18 名の医師（小

児科 8 名，脳神経内科 6 名，脳神経外科 3 名，精

神科 1 名）からの回答を得た． 

てんかん診療について困っていることは，治療

方針 11 名，診断 8 名，検査が十分にできないこ

と 7 名，症状増悪時の対応 7 名，併存症の治療 7

名，最新知識を得る機会が少ない 6 名であった．

連携に関しては，てんかん患者の紹介が少ないこ

と 3名と小児科医ではトランジション問題が 6名

であった．知識向上については，薬物治療 14 名，

てんかん最新のトピックス 14 名，診断 8 名，福

祉制度 6 名，外科治療 5 名，診療連携 4 名であっ

た． 

 

Ｄ.考察 

今回の調査では，拠点病院と連携する医師は，

てんかん治療方針に悩むことが多く，また薬物治

療の最新情報を望んでいることが判明した．この

ことからは，最新の薬物治療の情報を共有するこ

とと，適切な外科治療の介入や拠点病院への紹介

のタイミングを共有する必要性が最も重要であ

ると思われる．また併存症の治療についても情報

の共有が必要である 

一方，診療連携については，特に困っているこ

とは少なく，連携施設から拠点病院への紹介には

新潟県では問題ないと思われた．ただし，連携施

設へのてんかん患者の紹介が少ないことは，一般

の医師から拠点病院に直接紹介される場合が多

いことも考えられ，神経専門医のてんかん診療で
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の役割を増やすことで，拠点病院への過度の患者

集中を防ぐこともできると考えられる．小児患者

の成人科へのトランジション問題も脳神経内科，

精神科医のてんかん診療を促すことで解決に導

かれる可能性も考えられた． 

てんかん診療についての啓発活動については，

薬物治療やてんかん診療の最新情報について普

及するようにさらなる診療連携活動やセミナー

などを積極的に行っていく必要があると思われ

た． 

 

Ｅ.結論 

新潟県においててんかん拠点施設と拠点病

院に属さない神経専門医との連携については，て

んかんの薬物治療をふくめた最新の治療方針を

共有することと，治療以外のてんかんの最新トピ

ックスを積極的に普及することが大切であると

思われた．そのためには，てんかん患者さんのみ

ならず，医師向けのセミナーなどを充実すること

が重要であると思われる． 

 

Ｆ.健康危険情報 

特になし． 
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